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この構築はWindows７（64bit、メモリ：４GB）のパソコン上の仮想マシンUbuntu64bit

を用いて行っています。 

 

1.DEXCS2011をインストール 

dexcs2011-OF20x(64)b1.isoを使用してインストールする。DEXCS2011には、

OpenFOAM-2.0.xが入っているが、DEM解析を行うためには、バージョン 2.1以上のもの

が必要なので、以下の作業で再構築する。 

 

2.OpenFOAM-2.1.1を DEXCSに導入する 

①デスクトップ上にある setupDEXCS.shをダブルクリックし、「端末内で実行する」を左

クリックする。 

 

図 1 setupDEXCS.shをダブルクリックした状態 
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再起動した状態になり、パスワードを入力すると、図２のように「DEXCS2011」のアイコ

ンがデスクトップ上に表示される。 

 

図 2 デスクトップ 

②端末を準備する 

メニューバーにある端末の形を左クリック 

 

図 3 メニューバー 

メニューバーに端末の形がない場合、 

アプリケーション→アクセサリー→端末で左クリック 

 

図 4 アプリケーションから端末を開く過程 
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デスクトップ上に端末が表示される。今後はこの端末を使用して作業を進める。 

 

図 5 デスクトップ上に端末が表示された様子 

 

③コマンドラインでインストールを行う。 

図５にある端末内でコマンドを実行する。 

(1)今使っているUbuntuのバージョンを確認するために、以下のコマンドを端末内に入力

する。「Enter」を押すと実行されるが、この作業では何も表示されない。 

$VERS=`lsb_release -cs` 

 

図 6 (1)を実行した後のコマンドライン 

 

(2)(1)の結果を用いて、ダウンロードするサイトをシステムに登録する 

$ sudo sh -c "echo deb http://www.openfoam.org/download/ubuntu $VERS main > 

/etc/apt/sources.list.d/openfoam.list" 

図７のようにパスワードの入力を求められたら、パスワードを入力し「Enter」を押す。 

 

図 7 パスワードの入力画面 
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(3)ダウンロードで用いる apt-getのソフトウェアリストを更新するために以下のコマンド

を実行する。 

$sudo apt-get update 

図８のように完了することを確認する。 

 

図 8 更新が完了した様子 

 

(4)OpenFOAMをインストールする。 

$sudo apt-get install openfoam211 

「openfoam211」は Openfoamのバージョン 2.1.1を表す。 

「続行しますか」聞かれたら「Y」→「Enter」を押す。 

 

図 9 OpenFOAMのインストール① 

「検証なしにこれらのパッケージをインストールしますか」と聞かれたら「y」→「Enter」

を押す。 

 

図 10 OpenFOAMのインストール② 
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OpenFOAMのインストールは少し時間がかかるが最後に図 11のような表示が出たら成功 

 

図 11 OpenFOAMのインストール③ 

（5）ParaViewをインストールする。 

$sudo apt-get install paraviewopenfoam3120 

「paraviewopenfoam3120」はバージョン 3.12.0を表す。 

「検証なしにこれらのパッケージをインストールしますか」と聞かれたら、「y」→「Enter」

を押す。 

 

図 12 Paraviewのインストール① 

 ParaViewのインストールも少し時間がかかるが、最後に図 13のような表示が出たら成功 

 

図 13 ParaViewのインストール② 
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(4)(5)の作業で、OpenFOAM-2.1.1と Praview-3.12.0は/optディレクトリにインストール

された。 

今後はインストールされた OpenFOAMを使用するための設定を行う。 

 

④OpenFOAM-2.1.1を利用するために環境変数の設定を行う。 

(1).bashrcに設定を追加するために、以下のコマンドを実行 

$gedit ~/.bashrc     （ドットに注意する） 

 

このコマンドにより、図 14のように./bashrcのファイルを開くことができる。 

 

図 14 ./bashrcファイルが開かれた様子 

 

(2)先ほど開いた.bashrcの最下行まで移動して、以下の記述を追加する 

source /opt/openfoam211/etc/bashrc 

 

図 15 ./bashrcファイル 

この記述を終えたら保存し、/.bashrcを閉じ、端末も閉じて再度開く。 
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(3)(2)の設定によって追加された OpenFOAM-2.1.1の関連の設定を確認するために、以下

のコマンドを実行。 

$printenv | grep FOAM 

図 16のような表示が出るが確認する。 

 

図 16 (3)を実行した様子 

 

(4)以上の準備が正しくできたが確認するために以下のコマンドを実行する。 

$icoFoam –help 

図 17のようにオプションなどの説明が表示されるが、最後の Buildに 2.1.1とあるのを確

認したら成功。 

 

図 17 (4)を実行した様子 

以上で、OpenFOAM-2.1.1を DEXCSに導入する作業は終了である。 
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3.例題を実行する。 

実際に OpenFOAM-2.1.1を用いた例題を実行し、正しくインストールできるか確認する。 

OpenFOAMをインストールする時と同じ端末を用いるので、メニューバーから開く。 

① 計算を実行する 

(1)ディレクトリを作成するために以下のコマンドを実行 

$mkdir –p $FOAM_RUN 

「mkdir –p」は指定したディレクトリ名でディレクトリを作成することができる。 

$FOAM_RUNは/home /OpenFOAM/dexcs-2.1.1/runを示している。 

                               パソコンの名前によって違う 

(2)チュートリアルのファイルをコピー 

$cp –r $FOAM_TUTORIALS $FOAM_RUN 

$FOAM_TURORIALSは/opt/openfaom211/tutorialsを示している。 

「cp –r」によって、FOAM_TUTORIALS(/opt/openfoam211/tutorials)を

FOAM_RUN(/home/OpenFOAM/dexcs -2.1.1/run)にコピーしている。 

               

(3)最初の例題のディレクトリに移動 

$cd $FOAM_RUN/tutorials/incompressible/icoFoam/cavity 

「cd」で$FOAM_RUN/tutorials/incompressible/icoFoam/cavity のディレクトリまで移動

することができる。 

 

(4)以下のコマンドを実行する 

$blockMesh         メッシュを作成 

下図のような表示であれば成功 

 

図 18 blockMeshを実行した様子 
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$icoFoam        アプリケーションの実行（計算の実行） 

Time=0.5まで下図のように計算が出来ていたら成功 

 

図 19 icoFoamを実行した様子 

 

②計算結果を可視化する 

(1)ParaViewを起動されるために以下コマンドを実行する 

$paraFoam 

 

(2)ParaViewが起動したら下記の順に操作し、モデルを確認する。 

左側にある ObjectInspectorの Applyを左クリック 

 

図 20 Paraviewの ObjectInspector 
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上部にある SolidColorを「U」にする 

 

図 21 SolidColor 

上部にある の中から のボタンをクリックする。 

このボタンでアニメーションが開始される。 

 

以上の操作をして、Paraviewでの解析結果が下図のようになったらインストール成功 

 

図 22 Paraviewによる解析結果のモデル 

 

4.ParaViewでのマウスによる操作方法 

モデルの回転、拡大、縮小、移動は下記方法で行う。 

モデルの回転：左クリックでドラッグする or 「Ctrl」キーを押しながらホイールでドラ

ッグする 

モデルの拡大、縮小：ホイールを回転させる 

モデルの移動：ホイールでドラッグする 
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5.Tabキーの活用 

 Tabキーには補完機能があり、コマンドやファイル名を途中まで入力した状態で Tabキ

ーを押すと、そのコマンドやファイルを自動で入力してくれる。 

（補間機能を活用する例） 

「cd OpenFOAM(OpenFOAMまで移動)」のコマンドを打ちたい場合、下図のように「cd O」

まで入力し、Tabキーを押すと、「cd OpenFOAM」が自動で入力される。 

 

↓ 

 

候補が複数ある状態で Tabキーを押すと、リストが表示される。 

 

図 23 端末にリストが表示されている様子 

 

6.講習に使用するファイルのダウンロード 

７月１４日の講習資料は、PENGUINITISさんのブログを参考に作らせていただきます。

そのため、事前準備として下記のサイトから square.tar.gzのダウンロードをお願いします。 

http://www.geocities.jp/penguinitis2002/study/OpenFOAM/dem/dem.html 

（DEM解析/PENGUINITIS） 

http://www.geocities.jp/penguinitis2002/study/OpenFOAM/dem/dem.html

